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膝前十字靭帯再建術後の半腱様筋腱の再生過程と時期
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【緒言】膝前十字靭帯（ACL）損傷により膝関節の安定が
失われるため、現在は自家用移植敬帯として半腱横筋（ST）
の腔を使用したACL二重束再建術を施行する。ACLに関
する数多くの先行研究の中で、再生過程は検討されていな
い。そこで、本研究では、採取されたはずのST腱の詳細
な再生過程および再生時期を明確にすることを目的とした。
【実験1：再生ST腱の横断的検討】ACL再建患者46例を
対象に、術後ト12ケ月時にMRI撮影を施行した。撮像し
たMR画像よりST月建に関して、再生の有無、遠位付着部
位、筋腱移行部の位置、断面積について検討を行っ1た。
ST臆の再生が確認できた例は91％であった。また、筋月建
移行部の平均値は、どの月でも健患側聞で有意差はみられ
なかった。遠位付着部は95．2％が正常腱と同様の鷲足部で
あった。断面積は健側と比較して大きく、検討を行った月
全てに対して有意であった。
先行研究同様、術後、ST腱は正常ST腱同様の位置にほ
ぼ再生することが明らかとなった。また、術後3ケ月あた
りまで筋臆移行部は近位移動する傾向があり、断面積の増
大も示されたが、横断的研究の為、術後経時変化とは言え
ず、術後各月の平均値と考えるのが妥当である。
【実験2：再生ST膣の縦断的検討】実験1で行えなかった
経時変化を検討することを目的とした。被験者7例の毎月
撮像したMR画像より、遠位付着部位および筋腱移行部の
位置、断面積の検討を行った。また、一部症例において、
再生ST月建の輝度変化およびT2倍を測定した。
筋腱移行部は経時的変化で有意差はみられなかったが、
健側比較では術後2～6ケ月で有意差がみられ、術後3ケ月
まで近位移動していた。全症例で遠位部は鷲足に付着して
いた。断面積は計測を行った3箇所で同様の債および傾向
であった。術後3ケ月をピークとし、術直後から急激に断
面積は大きくなり、以降はほぼ同様の面積を保持していた。
経時変化に関して、断面積は術後1ケ月に対してのみ2～6
ケ月で、健側比較では術後1～6ケ月で有意であった。輝度
は術後経過と共に白いから黒へと変化した。また、T2億は
術後1～2ケ月に対し、術後3ケ月以降で有意に低下した。
本実験により、再生ST腱を経時的に検討した。その結
果、術後3ケ月までに急激な筋腱移行部の近位移動、断面
積の増大、T2倍の低下がおこり、その後はほぼ変動がみら
れないことから、再生ST腱は術後3ケ月前にほぼ再構築
される可能性が示唆された。
“【実験3：競技復帰後の術後成績と再生ST腱の最終評価】
再建愚者の術後成績と再生腱の性状との関連を評価するこ
とを目的とした。被験者29例に関して、撮像したMR画
像より、再生の有無および筋臆移行部の位置、遠位付着部
位、STの筋体積および筋長、再生ST腱の断面積、また、
膝関節屈曲筋の筋出力に関して検討を行った。
ST腱は93％が再生し、仝例で鷲足に付着していることが
確認され、筋臆移行部は23例が近位移動した。全体の86％
が筋短縮し、患側と健側で有意差が認められた。また、患
側の筋体積は健側の73％に減少しており、有意差がみられ
た。筋長と筋体積に正の相関が認められた。平均断面積は
健患側聞で有意であった。断面積が大きい群が最も体積が
大きく、次いで小さい群、未済星群と各群間で有意であっ
た。ほど、膝関節角度が深くなるにつれ屈曲トルクは低下
し、健側の屈曲トルク低下率と比較すると、患側の低下率
は450に対して900および1050では有意であった。450およ
び900での屈曲トルクと筋長および筋体積に正の相関が認
められた。また、450での屈曲トルクは断面積が健側より太
い群および細い群と未再生群の間に有意差が認められた。
最終評価では筋萎縮が明らかとなり、深屈曲位での屈曲
トルクの低下が示された。しかし、本実験では深屈曲位の
トルク低下と筋萎縮の関係は言えなかった。また、再生ST
腱の性状として、実験1・2と同様、筋腱移行部の近位移
動および断面積の肥大が確認された。筋臆移行部の位置よ
り筋機能を推測できる可能性があることが示唆された。
【結語】再生ST腱の遠位付着部は約95％が正常ST腱の遠
位付着部である鷲足部に付着しており、一度採取されたは
ずのST臆が正常臆と同様の位置に再生することが示唆さ
れた。筋腱移行部の位置の確定時期、再生ST腱の断面積
が最大面積となる時期、再生ST腱のT2億が一定値へと減
少する時期はいずれも術後3ケ月であった。再生ST鹿の
太さや筋腱移行部の位置といった再生状態が筋形態および
筋機能に影響を与えることが示唆された。以上の結果より、
ST腱再生の過程は術後3ケ月までで急速な変化は終了し、
一定の組織となることが推測された。また、胞の再生状態
が筋機能保持に重要であることが示唆された。
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